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市
で
保
管
す
る
国
民
年
金
納
付

記
録
の
情
報
は
次
の
通
り
で
す

紙台帳で保存 コンピューターで保存

旧深谷市分 昭和 36年 4 月分～
昭和 61年 12月分

昭和 62年 1 月分～
平成 14年 3 月分

旧岡部町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 12月分

平成 7 年 1 月分～
平成 14年 3 月分

旧川本町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 1 月分

平成 6 年 2 月分～
平成 14年 3 月分

旧花園町分 昭和 36年 4 月分～
平成 6 年 2 月分

平成 6 年 3 月分～
平成 14年 3 月分

　

納
付
記
録
の
確
認
は
、
旧
深
谷
市

の
か
た
は
保
険
年
金
課
、
旧
岡
部
町

の
か
た
は
岡
部
市
民
環
境
課
、
旧
川

本
町
の
か
た
は
川
本
市
民
環
境
課
、

旧
花
園
町
の
か
た
は
花
園
市
民
環
境

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
20
年
６
月
30
日
㈪

（
予
定
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
場
合
、

年
金
手
帳
の
ほ
か
、
窓
口
に
お
越

し
の
か
た
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

●
代
理
申
請
の
場
合
、
委
任
状
（
←

見
本
）
が
必
要
で
す
。

委任状

（代理人）        住所
                    氏名　     ㊞
              生年月日

私は、上記の者を代理人に選
任し、次の権限を委任したの
でお届けします。

１ 国民年金納付記録の確認
に関すること

平成　　年　　月　　日
（委任者）        住所
                    氏名　     ㊞
              生年月日

　深谷市長 あて

●
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
、
年
金
番
号
を
明
記
の
上
、

「
運
転
免
許
証
の
写
し
」
ま
た
は

「
健
康
保
険
証
の
写
し
」
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
・
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
か
た
は
、
当
時
の
住
所
・
氏
名

な
ど
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
返

信
用
切
手
は
不
要
で
す
。

　

本
庁
舎
・
各
総
合
支
所
の
年
金
窓

口
で
は
、「
年
金
相
談
窓
口
」
の
案

内
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担

当
職
員
に
つ
い
て
は
、「
年
金
相
談
」

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
一
目
で
担
当
者
が
分

か
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

特集

国
民
年
金
納
付
記
録
の

国
民
年
金
納
付
記
録
の

情
報
を
提
供
し
ま
す

情
報
を
提
供
し
ま
す

年
金
記
録
な
ど
で
相
談
に
お
越
し
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
社
会
保
険
庁
へ

の
年
金
記
録
の
照
会
参
考
資
料
と
し
て
、
市
で
保

管
し
て
い
る
納
付
記
録
の
写
し
を
無
料
で
提
供
し

ま
す
。

●● 問い合わせ ●●
　保険年金課
　　〠366－ 8501　仲町11－ 1　    ☎ 574－ 6641
　岡部市民環境課
　　〠369－ 0292　岡 2381－ 1     ☎ 585－ 2213
　川本市民環境課
　　〠369－ 1192　田中197　 　　 ☎ 583－ 2783
　花園市民環境課
　　〠369－ 1293　小前田2345      ☎ 584－ 1122

年金記録問題の経緯年金記録問題の経緯

同一人の記録が複数存在 !!

　年金加入者の記録は、国民年金・厚生年
金・共済組合などの制度の下で、それぞれ
の保険者が管理し、制度ごとに年金番号を
付番していました。そのため、厚生年金に
ついては転職するたびに、また、国民年金
は転出するたびに新規の番号が付番されて
いたこともあり、一人が複数の年金番号を
持っていることもまれではありませんでし
た。また、届け出書に記載された氏名（フ
リガナ）の誤記録や、被保険者本人による
年金手帳の紛失、会社などでの手帳の不適
切な管理などもあり、同一人の記録が複数
存在する事態を招きました。

平成 9年に基礎年金番号を導入

　各制度のすべての被保険者および年金
受給者に対して、新たに基礎年金番号を付
番しました。基礎年金番号は、全制度共通
の個人番号であり、記録の連続性・同一性
を確保することができます。基礎年金番号
導入時には、被保険者や年金受給者に対し
て、「基礎年金番号の通知」と併せて、「他
の制度への加入歴や他の年金手帳を有して
いないかの照会」を行いました。この照会
で本人からの申し出のあった分および名寄
せ（氏名・性別・生年月日）処理分を基に、
過去の記録の統合を進めてきましたが、累
積していた膨大な過去の記録を基礎年金番
号に統合する事務は思うように進みません
でした。

宙に浮いた年金記録

　基礎年金番号への統合・整理がされてい
ない過去の記録の中には、これから年金を受
給するかたのほか、年金を受給する前に亡く
なったかたや、受給要件に達しなかったかた
の記録も含まれていると考えられます。

消えた年金記録

　本人が保険料を納めたにもかかわらず、
その記録が社会保険庁のオンラインシステ
ムの原簿、あるいはマイクロフィルムで保
存されている古い被保険者台帳に存在しな
いというものです。国民年金保険料の領収
書が残っていたことにより、保険料の納付
が確認された事例もあります。

●● 問い合わせ ●●
☞熊谷社会保険事務所
　☎522－ 5211
☞フリーダイヤル
　☎0120－ 657830
　24時間、土・日曜日も対応

結婚前・結婚後で異なる会社
に勤めているかた
→旧姓での年金記録が存在す
るかも…。

転職をされたかた
→複数の年金記録が見つかる
かも…。

過去の就業経験の中から、年
金に加入していた可能性があ
るかた
→忘れていた年金記録が見つ
かるかも…。

このようなかたは、社会保険事務所へこのようなかたは、社会保険事務所へ

※社会保険事務所での代理手続き
には、委任状・年金手帳（基礎
年金番号の分かるもの）・代理人
の身元の分かるものが必要です。


